
WebOTX製品を用いたシステム開発

【必見】自社でのアプリケーション開発をご検討の方！

WebOTXを使って開発・運用のサイクルを継続的に実行！

アプリケーションの実行基盤としての役割だけでなく、

アプリケーションの開発・リリースもWebOTXが担います！

自社の業務はよく分かっている。画面の最新化、ちょっとしたプログラムなら
自分達でやりたい！でも…

課題や悩み

WebOTX製品で解決！

①アプリケーションサーバ、
開発環境の機能を提供。
リリースもツールから実現！

①ソフトウェアをたくさん
購入する予算はない

③ソース管理方法やテストツール
の利用方法などノウハウがない

②進め方が分からない
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②チュートリアルを見て
効率的に学習/開発可能。
サンプルアプリも
多数ご用意！

③ソース管理ツールやテスト
ツール向けのプラグインを
提供。利用方法も丁寧に解説！
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① EclipseをベースにしたIDEを提供。IDEから
ローカルマシン上の評価版アプリケーション
サーバにてすぐに動作確認ができます。

WebOTX Developer画面

(左:開発画面、右:リリース操作)

WebOTX製品を用いたシステム開発

開発支援機能、運用支援機能

※開発者3名にてプログラム開発。本番サーバは仮想マシン×2(割当コア数:2)。

HW費用、保守費用は除きます。

② GUIによる運用管理機能を提供。WebOTX
の各種操作はもちろん、稼動状況や統計情報
の収集など運用業務を支援します。

GUIツールで運用管理

(例：ヒープメモリ使用率の統計情報収集)

システム構成例

NEC  クラウドプラットフォーム事業部

URL: https://jpn.nec.com/webotx/index.html

E-mail: info-webotx@isd.jp.nec.com

■本紙に掲載された社名、商品名は各社の商標または登録商標です。

■本製品の輸出（非居住者への役務提供等を含む）に際しては、外国為替及び外国貿易法等、関連する輸出管理法令等をご確認の上、必要な手続きをお取りください。

ご不明な場合、または輸出許可等申請手続きにあたり資料等が必要な場合には、お買い上げの販売店またはお近くの弊社営業拠点にご相談ください。

■本紙に掲載された製品の色は、印刷の都合上、実際のものと多少異なることがあります。また、改良のため予告なく形状、仕様を変更することがあります。
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③ 他にもシステム開発を行うための支援機能をご用意しています。

ソース管理ツール(Git、SVNなど)との連携用にプラグインを同梱。設定のみで利用可能。

アプリケーション開発方法をチュートリアル形式で解説。サンプルアプリケーションもご用意。

アプリケーションのデバッグ・テスト用に評価版アプリケーションサーバを同梱。
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運用監視

製品名 数量 希望小売価格(税抜)

WebOTX Developer 3 ¥900,000

WebOTX Application Server Standard 2 ¥2,400,000

WebOTX Media 1 ¥20,000

合計 ¥3,320,000

本番サーバ
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